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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第３四半期連結
累計期間

第67期
第３四半期連結
累計期間

第66期
第３四半期連結
会計期間

第67期
第３四半期連結
会計期間

第66期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円）  6,186,007 5,426,2672,246,4661,672,5938,532,549

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
122,529 43,130 65,747 △93,297 213,021

四半期(当期)純利益又は四半期純

損失(△)（千円）
61,849 10,104 29,673 △57,378 119,523

純資産額（千円） － － 6,896,2216,814,9226,943,636

総資産額（千円） － － 10,897,64811,077,94910,754,020

１株当たり純資産額（円） － － 895.73 897.19 903.65

１株当たり四半期(当期)純利益又

は四半期純損失金額(△)（円）
8.10 1.35 3.93 △7.72 15.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 61.9 60.1 63.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
316,017△474,293 － － 1,410,270

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
 490,539 348,606 － － 574,346

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△278,500△134,721 － － △322,481

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ －   1,207,950  2,081,0462,341,529

従業員数（人） － － 138 156 138

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要な変更はあ

りません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 156  (17)

　（注）   従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託社員、パートタイマーを含んでおります。）は（　）内に当第

３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

 

（２）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 115　(15) 

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除いております。）であり、臨時雇用者数（嘱託社員、パート

タイマーを含んでおります。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　
セグメントの名称

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　
前年同四半期比　(％)　

　
生産高　(千円)　

産業用機械事業 1,469,029  －

（一連ライン） (514,654) －

（製剤機） (58,532) －

（充填機） (129,239) －

（検査装置） (164,489) －

（包装機） (263,240) －

（部品） (131,277) －

（改造・調整・修理） (207,594) －

工業用ダイヤモンド事業 80,870 －

報告セグメント計 1,549,899 －

その他 5,589 －

合計 1,555,489 －

　（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（２）受注状況

　当第３四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比(％) 受注残高（千円） 前年同四半期比(％)

産業用機械事業 1,967,171 － 4,798,274 －

（一連ライン）  　　　 　(476,800) － (1,921,300) －

（製剤機） (51,048) － (361,585) －

（充填機） (382,440) － (911,024) －

（検査装置） (326,125) － (497,025) －

（包装機） (106,729) － (244,493) －

（部品） (167,650) － (244,422) －

（改造・調整・修理） (456,377) － (618,423) －

工業用ダイヤモンド事業 108,656 － － －

報告セグメント計 2,075,828 － 4,798,274 －

その他 62,240 － 140,577 －

合計 2,138,068 － 4,938,852 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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（３）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　
セグメントの名称

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　前年同四半期比　(％)

販売高　(千円)

産業用機械事業 1,524,247 －

（一連ライン） (307,500) －

（製剤機） (42,393) －

（充填機） (180,518) －

（検査装置） (85,320) －

（包装機） (432,486) －

（部品） (177,530) －

（改造・調整・修理） (298,498) －

工業用ダイヤモンド事業 108,656 －

報告セグメント計 1,632,904 －

その他 39,688 －

合計 1,672,593 －

 

　（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

祐徳薬品工業株式会社 147,583 6.6 308,823 18.5

小野薬品工業株式会社 789,248 35.1 8,743 0.5

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２【事業等のリスク】

   当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記 

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断したも

のであります。

 

　　（１）経営成績

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復を続けておりましたが、海外経済の減速及び円高の

進展を背景とした輸出の停滞等の要因により、足踏み状態となっております。また、企業収益は改善しつつあり、設備

投資においても回復基調にあるものの、先行き不透明感は払拭できておりません。 

　このような状況下、当社グループでは、極めて厳しい環境が続いており、当第３四半期連結会計期間末までの受注状

況についても予想程度の回復が見られず、依然として伸び悩んでおります。要因として主要ユーザーの設備投資計画

延期等が特徴的な事象として挙げられ、結果として当第３四半期連結会計期間の業績としては、前年同期比減収減益

となりました。

  当第３四半期連結会計期間の売上高は、1,672百万円(前年同期比25.5%減)となりました。比較的金額の大きい一連

ラインの売上高が307百万円（同67.1%減）に止まったことによるものであります。また、利益面でも、売上高の大幅減

少及び競争激化による受注粗利の低下等により、売上総利益は292百万円(同34.3%減)となりました。

　さらに販売費及び一般管理費では、主として連結子会社の増加に伴い404百万円(前年同期比2.4%増)となり、営業損

失が112百万円(前年同期は49百万円の利益)となった他、経常損失93百万円(前年同期は65百万円の利益)、四半期純損

失も57百万円(前年同期は29百万円の利益)となりました。

 報告セグメントに基づく各事業別の概況は以下のとおりであります。

 ①産業用機械事業

  当第３四半期連結会計期間の産業用機械事業は、売上全体では1,524百万円(前年同期比28.9%減)となりました。こ

のうち包装機が売上高432百万円(同130.3%増)、充填機が180百万円(同37.0%増)、改造・調整・修理が298百万円(同

35.1%増)と好調に推移いたしましたが、一連ラインの売上高が307百万円(同67.1%減)であった他 、製剤機が42百万

円(同77.8%減)、検査装置が85百万円(同66.6%減)、部品が177百万円(同19.4%減)と低調に終わり、全体としては前年

同期比で619百万円の減少となりました。

②工業用ダイヤモンド事業

　当第３四半期連結会計期間における工業用ダイヤモンド事業は、引続き自動車関連業界の回復を受け、売上高108百

万円(前年同期比31.4%増)となりました。主な内訳では、人造ダイヤ70百万円(同24.9%増)、原石25百万円(同32.2%

増)、パウダー12百万円(同75.1%増)となっております。

③その他

　その他は、主に坐薬用包装資材の売上で39百万円(前年同期比98.0%増)でありました。   

（２）財政状態

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比323百万円増加し、11,077百万円となりました。 

これは、償還及び有価証券への振替による投資有価証券の減少429百万円等により固定資産が406百万円減少したもの

の、たな卸資産の増加846百万円等により流動資産が730百万円増加したことによるものであります。また、負債につき

ましては、流動負債が380百万円、固定負債が72百万円増加したことにより、合計では452百万円増加いたしました。主

な要因は、買掛金及び支払手形が273百万円、前受金が108百万円増加、新規連結子会社の影響により長期借入金が76百

万円増加したこと等によるものであります。純資産合計額は、主として配当の実施112百万円により、6,814百万円とな

りました。

　

（３）キャッシュ・フロー

　    当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期連結会計期間末比59百万

    円減少し、2,081百万円となりました。主な要因は、以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果、使用した資金は、226百万円(前年同期比74.3%減)となりました。

これは、仕入債務の増加375百万円、前受金の増加96百万円等により増加したものの、税金等調整前四半期純損失93百

万円に加えて、たな卸資産の増加405百万円、売上債権の増加97百万円等により減少したものであります。

　　②投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　投資活動の結果、取得した資金は、164百万円(前年同期比62.5%増)となりました。

    これは、投資有価証券の償還による収入208百万円等により増加したものであります。　　　

　　③財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　財務活動の結果、取得した資金は、2百万円(前年同期比77.2%減)となりました。

    これは、主として自社株式の取得3百万円等により減少したものの、連結子会社の長短借入金の純増額6百万円により

　　増加したものであります。 
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　　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更又は新たに発生した

　　問題等はありません。

 

　  （５）研究開発活動

　　　当第３四半期連結会計期間において研究開発活動についての重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

（２）設備の新設、除却等の計画

　該当するものはありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,920,320 7,920,320
大阪証券取引所　

JASDAQ(スタンダード)

単元株式数

    100株

計 7,920,320 7,920,320 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

 発行済株式
 総数残高  
    (株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

 資本準備金
 増減額
 （千円）

資本準備金
残高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 7,920,320 － 669,700 － 695,975

 

（６）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　　　 当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況につきましては、実質株主が把握できず、記載することができま

　 　せんので、直前の基準日である平成22年９月30日現在で記載しております。

　     ①【発行済株式】 （平成22年９月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    488,800 － －　　

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,412,300 74,123 －

単元未満株式 普通株式     19,220 － －

発行済株式総数 7,920,320 － －

総株主の議決権 － 74,123 －

    

 

　    ②【自己株式等】 （平成22年９月30日現在）

 所有者の氏名
 又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ミューチュアル
大阪市北区西天満

１丁目２－５
488,800 － 488,800 6.17

計 － 488,800 － 488,800 6.17
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 469 461 468 530 527 484 500 500 517

最低（円） 442 406 410 443 452 453 450 461 468

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,158,346 2,525,429

受取手形及び売掛金 ※2
 3,270,318 2,954,162

有価証券 347,989 291,629

商品及び製品 52,742 59,432

仕掛品 1,481,341 640,736

原材料 64,474 51,533

前渡金 300,533 689,069

繰延税金資産 142,235 165,557

その他 403,071 111,945

貸倒引当金 △2,081 △1,031

流動資産合計 8,218,971 7,488,464

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 333,423

※
 331,081

土地 476,274 380,723

その他（純額） ※1
 51,729

※
 51,398

有形固定資産合計 861,427 763,203

無形固定資産

のれん 43,360 －

その他 19,701 18,967

無形固定資産合計 63,062 18,967

投資その他の資産

投資有価証券 1,152,980 1,582,373

長期貸付金 21,274 45,222

繰延税金資産 239,574 258,669

長期預金 100,000 201,500

その他 421,705 396,676

貸倒引当金 △1,047 △1,058

投資その他の資産合計 1,934,487 2,483,384

固定資産合計 2,858,977 3,265,556

資産合計 11,077,949 10,754,020
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,194,572 1,921,492

短期借入金 135,000 57,000

1年内返済予定の長期借入金 19,920 －

未払法人税等 2,452 21,737

前受金 671,677 563,558

賞与引当金 56,834 93,346

その他 177,574 220,484

流動負債合計 3,258,031 2,877,619

固定負債

長期借入金 76,760 －

退職給付引当金 293,403 318,122

役員退職慰労引当金 64,503 60,923

長期未払金 536,567 536,567

負ののれん 10,719 17,151

その他 23,040 －

固定負債合計 1,004,994 932,765

負債合計 4,263,026 3,810,384

純資産の部

株主資本

資本金 669,700 669,700

資本剰余金 695,975 695,975

利益剰余金 5,459,549 5,800,588

自己株式 △285,069 △479,853

株主資本合計 6,540,154 6,686,409

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 123,876 116,407

繰延ヘッジ損益 △2,912 △10,711

為替換算調整勘定 △599 △933

評価・換算差額等合計 120,364 104,762

少数株主持分 154,403 152,464

純資産合計 6,814,922 6,943,636

負債純資産合計 11,077,949 10,754,020
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 6,186,007 5,426,267

売上原価 4,917,727 4,249,504

売上総利益 1,268,279 1,176,763

販売費及び一般管理費 ※
 1,172,548

※
 1,186,944

営業利益又は営業損失（△） 95,730 △10,181

営業外収益

受取利息 27,745 22,868

受取配当金 20,792 21,283

負ののれん償却額 6,431 6,431

為替差益 1,631 2,430

その他 4,437 5,437

営業外収益合計 61,038 58,451

営業外費用

支払利息 684 929

投資有価証券評価損 32,802 3,700

その他 752 510

営業外費用合計 34,239 5,139

経常利益 122,529 43,130

特別利益

賞与引当金戻入額 4,434 13,925

その他 615 254

特別利益合計 5,049 14,180

特別損失

固定資産除却損 2,883 16

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,036

会員権評価損 3,250 －

特別損失合計 6,133 7,053

税金等調整前四半期純利益 121,446 50,256

法人税、住民税及び事業税 17,188 8,241

法人税等調整額 40,717 25,344

法人税等合計 57,905 33,586

少数株主損益調整前四半期純利益 － 16,670

少数株主利益 1,690 6,566

四半期純利益 61,849 10,104
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 2,246,466 1,672,593

売上原価 1,801,673 1,380,190

売上総利益 444,792 292,402

販売費及び一般管理費 ※
 394,846

※
 404,495

営業利益又は営業損失（△） 49,946 △112,093

営業外収益

受取利息 8,278 6,546

受取配当金 8,041 7,912

負ののれん償却額 2,143 2,143

為替差益 1,398 2,629

その他 820 2,385

営業外収益合計 20,682 21,617

営業外費用

支払利息 149 657

投資有価証券評価損 4,603 2,140

その他 129 24

営業外費用合計 4,881 2,822

経常利益又は経常損失（△） 65,747 △93,297

特別利益

貸倒引当金戻入額 261 －

特別利益合計 261 －

特別損失

固定資産除却損 218 16

会員権評価損 3,250 －

特別損失合計 3,468 16

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

62,539 △93,314

法人税、住民税及び事業税 6,729 △30,222

法人税等調整額 25,980 △3,833

法人税等合計 32,709 △34,056

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △59,258

少数株主利益又は少数株主損失（△） 156 △1,879

四半期純利益又は四半期純損失（△） 29,673 △57,378
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 121,446 50,256

減価償却費 37,456 33,252

のれん償却額 － 2,282

負ののれん償却額 △6,431 △6,431

貸倒引当金の増減額（△は減少） △615 388

賞与引当金の増減額（△は減少） △42,713 △38,692

退職給付引当金の増減額（△は減少） △27,333 △26,278

受取利息及び受取配当金 △48,538 △44,151

支払利息 684 929

売上債権の増減額（△は増加） 738,823 △284,731

未収入金の増減額（△は増加） 110,917 －

前受金の増減額（△は減少） 406,743 71,505

たな卸資産の増減額（△は増加） 220,744 △760,588

仕入債務の増減額（△は減少） △817,741 185,011

前渡金の増減額（△は増加） △234,100 388,535

その他 86,643 △71,294

小計 545,983 △500,006

利息及び配当金の受取額 46,791 42,910

利息の支払額 △684 △953

法人税等の支払額 △276,072 △16,244

営業活動によるキャッシュ・フロー 316,017 △474,293

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △181,800 △81,800

定期預金の払戻による収入 589,900 291,850

有価証券の償還による収入 102,315 200,000

有形固定資産の取得による支出 △111,289 △11,849

投資有価証券の取得による支出 △47,375 △40,475

投資有価証券の償還による収入 100,000 280,000

短期貸付金の純増減額（△は増加） － △266,500

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 27,243

その他 38,789 △49,863

投資活動によるキャッシュ・フロー 490,539 348,606

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,500 8,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 － △80,607

自己株式の取得による支出 △82,014 △44,042

配当金の支払額 △192,145 △113,840

少数株主への配当金の支払額 △2,850 △3,350

その他 9 △881

財務活動によるキャッシュ・フロー △278,500 △134,721

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △74

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 528,056 △260,483

現金及び現金同等物の期首残高 679,894 2,341,529

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,207,950

※
 2,081,046
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．連結の範囲に関する

事項の変更

　

 （1）連結の範囲の変更

  第２四半期連結会計期間より、三晴精機株式会社は新たに株式を取得したため、連結の範

囲に含めております。

 （2）変更後の連結子会社の数

     ５社

２．会計処理基準に関す

る事項の変更

　

  （1）資産除去債務に関する会計基準の適用　 

    第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18 

  号　平成20年３月31日) 及び 「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

  準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用しております。

 　  これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失は978千円増加し、経常利益は978千

　 円減少し、税金等調整前四半期純利益は8,015千円減少しております。また、当会計基準

　 等の適用開始による資産除去債務の変動額は、15,643千円であります。

　   （2）企業結合に関する会計基準等の適用

　　 第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号

 　平成20年12月26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年

　 12月26日)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計

　 基準適用指針第10号  平成20年12月26日)を適用しております。　

　

　

【表示方法の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

 (四半期連結損益計算書)

　

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月

26日)に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一

部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」

の科目で表示しております。

 (四半期連結キャッシュ・フロー計算書)　前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「営業活動に

よるキャッシュ・フロー」の「未収入金の増減額(△は増加)」は、重要性が

乏しくなったため、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に

含めて表示しております。なお、当第３四半期連結累計期間の「営業活動に

よるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「未収入金の増減額(△

は増加)」は、683千円であります。

　

 
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

 (四半期連結損益計算書)

　

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月

26日)に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一

部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失

（△）」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　固定資産の減価償却費の算定方法　 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費につい

ては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　    当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※1 有形固定資産の減価償却累計額 833,444千円 ※  有形固定資産の減価償却累計額 746,068千円

※2 四半期期末日満期手形

　  四半期期末日満期手形の会計処理については、当第３

　　四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

　　満期日に決済が行われたものとして処理しておりま　

　　す。

　　当第３四半期連結会計期間末日満期手形の金額は次の

　　とおりであります。

　

受取手形 13,270千円 　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※  販売費及び一般管理費の主なもの　 ※  販売費及び一般管理費の主なもの　

給与手当等 367,487千円

退職給付費用 8,616千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,734千円

賞与引当金繰入額 27,472千円

給与手当等 350,298千円

退職給付費用 24,738千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,580千円

賞与引当金繰入額 24,103千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※  販売費及び一般管理費の主なもの　 ※  販売費及び一般管理費の主なもの　

給与手当等 107,178千円

退職給付費用 3,705千円

役員退職慰労引当金繰入額 911千円

賞与引当金繰入額 27,472千円

給与手当等 98,951千円

退職給付費用 11,605千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,757千円

賞与引当金繰入額 24,103千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金   1,485,250千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △277,300千円

現金及び現金同等物 1,207,950千円

現金及び預金   2,158,346千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △77,300千円

現金及び現金同等物 2,081,046千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　7,920千株

 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　496千株

 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

 

４．配当に関する事項

　　　　　（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 112,728 15.0平成22年３月31日平成22年６月30日　利益剰余金

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

　　期間末日後となるもの

　            　該当事項はありません。

 

 

　      ５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
産業用機械
事業
（千円）

工業用ダイヤ
モンド事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

（１）外部顧客に対する売上高 2,143,72782,691 20,0462,246,466 － 2,246,466

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 2,143,72782,691 20,0462,246,466 － 2,246,466

営業利益 182,252 9,542 3,851 195,646(145,700)49,946

　        前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
産業用機械
事業
（千円）

工業用ダイヤ
モンド事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

（１）外部顧客に対する売上高 5,930,685188,73666,5856,186,007 －  6,186,007

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 5,930,685188,73666,5856,186,007 － 6,186,007

営業利益 510,18810,930 12,038533,157(437,426)95,730

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によるものであります。 　　 

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

産業用機械事業 製剤機、充填機、包装機、検査装置等

工業用ダイヤモンド事

業
人造ダイヤ、原石、パウダー等

その他事業 坐薬用包装資材等

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記

載をしておりません。　
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）　

 北米 アジア 欧州 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,800 27,921 185 30,906

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 2,246,466

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
0.1 1.2 0.0 1.4

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）　

 北米 アジア 欧州 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 3,199 112,680 2,214 118,095

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 6,186,007

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
0.1 1.8 0.0 1.9

　（注）１．国または地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北　米…………米国、カナダ、プエルトリコ

(2）アジア…………香港、中国、韓国、台湾、中近東・ASEAN諸国

(3）欧　州…………EU諸国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

　

　

　

【セグメント情報】

　

１．報告セグメントの概要

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、各営業部署において取り扱っている製商品・サービスについて、営業本部を設置して国内外の関連会社も

含めた営業戦略を策定、統括しております。

　したがって、当社は、営業部署を基礎とした製商品・サービス別のセグメントから構成されており、「産業用機械事

業」及び「工業用ダイヤモンド事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「産業用機械事業」は、医薬品業界、化粧品業界、食品業界等への包装関連設備を中心とした産業用機械等の改

良・製造・販売を行っております。「工業用ダイヤモンド事業」は、自動車業界、半導体業界等へ工業用ダイヤモン

ドの販売を行っております。
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　２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

　

　 　　　　

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

産業用機械
事業

工業用ダ
イヤモン
ド事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 (千円)5,012,528313,9185,326,44699,8205,426,267－ 5,426,267

セグメント間の内部売上高
又は振替高 (千円)

　   　－　 －　 　   　－　　 　　 　－ －　 －　 －

計 5,012,528313,9185,326,44699,8205,426,267－ 5,426,267

セグメント利益 347,65438,517386,17226,044412,216△422,397△10,181

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△422,397千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　

　 　　　　

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

産業用機械
事業

工業用ダ
イヤモン
ド事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 (千円)1,524,247108,6561,632,90439,6881,672,593－ 1,672,593

セグメント間の内部売上高
又は振替高 (千円)

　   　－　 －　 　   　－　　 　　 　－ －　 －　 －

計 1,524,247108,6561,632,90439,6881,672,593－ 1,672,593

セグメント利益 6,96814,12821,0968,55629,653△141,746
 

△112,093

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△141,746千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）　

　     該当事項はありません。　

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21

日）を適用しております。
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（金融商品関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

  金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。 

　

　

（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

 

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

　　　　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　重要な企業結合等はありません。

　

　

（資産除去債務関係）

  当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

  資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、第１四半期連結会計期間の期首と比較して著しい

変動が認められないため、記載しておりません。

　

　

（賃貸等不動産関係）

　　　　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 897.19円 １株当たり純資産額 903.65円

２．１株当たり四半期純利益金額または純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額     8.10円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

１株当たり四半期純利益金額     1.35円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ 

  ん。　

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　項　　目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円）  61,849  10,104

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円）   61,849   10,104

期中平均株式数（千株） 7,634 7,463

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 3.93円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

１株当たり四半期純損失金額 7.72円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ 

  ん。　

２．１株当たり四半期純利益金額または純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　項　　目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益または純損失(△)（千円）   29,673   △57,378

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益または純損失(△)　

（千円）
29,673 △57,378

期中平均株式数（千株） 7,547 7,428
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（重要な後発事象）

　      該当事項はありません。

　     

 

（リース取引関係）

  当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月９日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 土田　秋雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミューチュ

アルの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

　 報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月９日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　美樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミューチュ

アルの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平

成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

　 報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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